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栃木県中学校総合体育大会バレーボール大会における審判上の確認事項について 

 

１ 競技は、2025 年度（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則および 2025 年度（公財）

日本中学校体育連盟バレーボール競技部の６人制ルールの取り扱いを適用する。リベロプレーヤ

ーは、試合ごとに２名まで登録できる。 

 

２ ボールの空気圧は、0.300～0.325kg/㎠である。（県内大会は 0.310kg/㎠で統一する） 

 

３ 服装は、（公財）日本中体連バレーボール競技部『全国大会参加チームのユニフォームの規定につ

いて』に準ずる。 

  （１）選手のユニフォームについて、ジャージ、ショートパンツ、ソックスは清潔で同じ色に統一

していなければならない。 

  （２）リベロプレーヤーは、正規の選手と明らかに色の異なったもの（対象色）を着用する。判別

が難しいと判断された場合は着替えるかリベロベストを着用しなければならない。 

  （３）監督・コーチ・マネージャーは統一されたものを着用する。但し、生徒がマネージャーの場

合、選手と同じトレーニングウェアでも良い。それぞれ、左胸にワッペンをつける。 

 

４ プロトコールについては、別表の通りとする。 

 

５ 監督およびチームキャプテンは、トスの前後に記録用紙にサインをする。また、リベロプレーヤ

ーを登録するチームの監督は、そのプレーヤーの番号を記録用紙に記入する。リベロを再指名す

る場合を除き、サイン後に訂正することは認められない。 

 

６ 公式練習を含め、競技場内には正式にエントリーされたメンバー以外は立ち入りを認めない。 

 

７ ウォームアップエリアを設ける場合において、エリア内でのボールの使用は禁止する。 

 

８ セット間はエンドライン側のフリーゾーンでボールを使用することができる。ただし、選手同士

のパス程度の練習とし、チームスタッフがボールを出す行為は認めない。 

 

９ スポーツ選手としてふさわしくない行為をしない。（威嚇や暴言、相手へのガッツポーズなど） 

 

１０ 試合中のワイピングは、原則としてコート内の選手がタオルを携帯し行う。モップは必要に応じ 

てタイムアウト中とセット間および審判が必要と判断した場合（範囲が広くタオルでふききれな

い、など）使用する。 

 

１１ タイムアウトは監督がハンドシグナルを明確に示して要求する。 

   ※県内大会において、派遣審判員が審判を行う試合でのみ、ハンドシグナルを示すだけで要求を

受けつける。（対戦する監督同士が審判に当たる際は、「立ち上がり、ハンドシグナルを示し、

発声する」ことでタイムアウトを受け付けるものとする） 

 



１２ セット開始時のコート内でのハドルは、スターティングラインアップの確認前に行う。（コート

内でハドルを組めるのは、スターティングラインアップの６名とリベロプレーヤー1 名のみであ

る。） 

 

１３ リベロプレーヤーの交代は、交代する２名がサイドライン上で必ず交代したことが分かるように

する。ライン上で止まる必要はないが、リベロリプレイスメントにより長時間コート内が５名も

しくは７名になることがないようにする。（サイドライン上で同時に出入りをする） 

 

１４ 個別に公式ウォームアップを行う際、コートを使用する権利のあるチームの練習を妨げてはなら

ない。（フリーゾーンが十分なスペースを確保できている体育館では、権利のあるチームの練習

を妨げない限り、練習をしてもよい。ただし、フリーゾーン外やウォームアップエリアでの公式

ウォームアップは不可とする） 

 

１５ 派遣審判員が主副審にいる試合に限り、監督は試合中に立ってフリーゾーンから選手に指示をし

てもよい。 

（１） ラインジャッジの前に立って判定を妨害したり、サブスティチューションゾーンに入っ

たりする行為は認めない。 

（２） 主副審およびラインジャッジの判定に対する監督やベンチスタッフ、控え選手のアピー

ルは、即刻ステージ２（イエローカード）を適用する。さらに、審判団が試合を運営する

ことができなくなるような暴言や威嚇的な行為が見られた場合は、即刻ステージ３以上

（レッドカード等）を適用する。 

（３） 選手に対する威圧的な声かけや、身体的な接触のある威嚇的な行為があった場合は、即

刻ステージ３以上（レッドカードや退場等）を適用する。 

 

（注意）この運用は、大会ごとに異なる。代表者会議で最終決定する。 

例） 準決勝、決勝のみ。ベスト８から。 等 

 

１６ 部活動の引率を任された学校職員以外が審判業務を行う際（部活動指導員、外部指導者、チーム

帯同審判員）は、県審判講習会へ参加の上、中体連６人制ルールの取り扱いを理解している者の

み担当をする。 

   （注意）令和８年度より、チーム帯同審判員（顧問、部活動指導員、外部指導者、クラブチーム

で審判を行う者）は必ず C 級審判資格を取得する。 

 

【熱中症対策①】給水のためのタイムアウトを採用する場合、WTO を毎セット１３点で副審がホイッ

スルで合図し、両チームをウォームアップエリア付近もしくはベンチの外側へ導く。 

        その際、ベンチスタッフは着席し、チームへ指示を出すことは認めない。ただし、生

徒がマネージャーの場合は、マネージャーもウォームアップエリアで給水することを

認める。 

 

【熱中症対策②】団扇の使用を認める。ただし、タイムアウト中やセット間のプレーが中断している場

合にのみ使用する。それ以外の使用は認めない。 

 



別表                プロトコールについて 

【３セットマッチの場合】 

＜試合開始前＞ 

 チーム 主審・副審 

試合前 両審判員のネット等のチェック時は、ネットを使用し

ないウォームアップをすることができる。 

両審判員は、ネットの高さ・張り具合・アンテナの位置お

よびサイドバンドの位置をチェックする。また、公式ウォ

ームアップ前には必ずユニフォームになるよう呼びかける

とともに、チームキャプテンはユニフォームでコイントス

へ参加させる。（キャプテンマークの有無を確認する。） 

１１分前 監督は、記録用紙に記載されているメンバーを確認し、

サインする。（監督については、スコアラーの準備が整

っていれば、合同練習中にサインをしても構わない。） 

チームキャプテンはコイントスのため記録席に行く。

トスの後、記録用紙にサインする。 

主審は、記録席前で副審を立ち会わせてコイントスをする。 

副審は両チームのチームキャプテン・監督を記録席に導き、

スコアシートにサインさせる。（スコアラーの準備が整って

いる場合に限り、監督のサインは合同練習中にさせても構

わない。） 

１０分前 両チームが一緒か、または個別にサービス権を得たチ

ームから）公式ウォームアップを開始する。 

※個別に公式ウォームアップを行う際、コートを使用

する権利のあるチームの練習を妨げてはならない。 

（スパイク練習中は、チーム後方フリーゾーン内でボ

ールを使用するアップをしてもよいが、コート全面を

使用する練習の場合はフリーゾーン内であってもボー

ルを使用してアップをしてはならない。） 

主審は、公式ウォームアップの開始をホイッスルするとと

もに、ボール、公式記録用紙、ブザー、ユニフォームなど

のゲームに必要な道具のチェックをする。 

また、ラインジャッジ、ボールリトリバーとの打ち合わせ

を行う。 

副審は、公式ウォームアップの計時を行うとともに、両チ

ームの登録選手をチェックする。（登録されていない選手が

いる等の問題は、監督へ伝えた上ですぐに対応する。） 

７分前 個別にウォームアップを行っている場合は交代する。 副審は各チームが個別にウォームアップを行っている場合

はその交代をホイッスルで合図する。 

４分前 公式ウォームアップを終了し、各チームのメンバーは

全員速やかにベンチへ戻る。 

主審は、公式ウォームアップの終了をホイッスルで合図す

る。 

３分前 全プレーヤーは全員エンドラインに整列する。 

＜※アナウンスがある試合はここで実施する＞ 

主審のホイッスルで両チームがアタックラインまで寄

り、互いに拍手を送る。その後、各チームのメンバーは

ベンチに戻り、スターティングプレーヤーはユニフォ

ーム姿で待機する。 

主審は、両チームのプレーヤーをエンドライン上に導く。 

主・副審は、審判台の前でネットを挟んで記録席から見て

左側に主審・右側に副審が位置する。 

90 秒前 主審のホイッスルで、スターティングプレーヤーはベ

ンチから直接コートへ入る。 

ハドルはスターティングラインアップを確認する前に

組む。その際、スターティングプレーヤーとリベロ最大

２名のみとする。 

主審は、ホイッスルでプレーヤーをコート内に導く。 

副審及び記録員は、それぞれスターティングラインアップ

を照合する。 

その後、副審はボールを最初のサーバーに送る。 

（副審は必要に応じてリベロの交代を指導する。） 

定刻 最初のサーバーは、主審のホイッスルによりサービス

を行う。 

主審はサービス許可のホイッスルをする。 

 

 



＜セット間＞ 

 チーム 主審・副審 

セット終了時 セットが終了したら、コート上のプレーヤーはエ

ンドライン上に整列する。 

主審のホイッスルで、コートチェンジをする。 

（スタッフ・ベンチメンバー及び荷物の移動は副

審の前方を通りコート内へ入らないよう注意す

る） 

 

主審は、両チームのプレーヤーがエンドラインへ整列した

ら、ベンチに戻るようホイッスルで合図する。 

副審は、掲示を開始した上で、ポールに対し背中を向けて

両ベンチに異常がないかを確認する。また、１分前になっ

てもラインアップシートが提出されなければ、監督へ提出

を促す。（記録用紙にラインアップが記載されたら、訂正す

ることはできない。） 

副審とスコアラーは、提出されたラインアップと登録選手

を照合し、誤りがないかを確認する。 

２分３０秒後 プレーヤーは副審のホイッスルにより、ベンチか

ら直接コートに入る。（ハドルの取り扱いは試合

開始前に準ずる） 

副審は、スコアラーの合図を受けて、両チームにコートに

入るようホイッスルで合図する。 

副審とスコアラーは、その後直ちにスターティングライン

アップを確認する。（ハドルの取り扱いは試合開始前に準ず

る） 

 

＜試合終了後＞ 

 チーム 主審・副審 

速やかに 試合が終了したら、全プレーヤーはエンドライン

上に整列し、主審のホイッスルによりアタックラ

インまで寄り、互いに拍手を送る。 

チームキャプテンは記録用紙にサインし、主審・

副審に感謝の挨拶をする。 

チームは直ちにベンチから離れる。 

主審は、全プレーヤーをエンドラインに整列させる。 

主審は主審台を降り、副審が定位置に付いたらホイッスル

で両チームに挨拶をさせる。 

記録席に戻り、両方のチームキャプテンにサインをさせ、

その後スコアラーの記録用紙記入を完了させる。 

 

 


